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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

昭和48年度～

会計 款 項 目

一般会
計

農業費農林水
産業費

農業大学校費

説明事業

施設整備費

戦略項目

担当名:担当名:新規参入支援担当

農業改良助長法

030201　収益力ある農業の確立

予算額

決定額 124,546124,546

前年額

33 116,000116,000 8,5438,543 124,546124,546

前年との
対比

財　　源　　内　　訳

諸収入 県債
一般財源

番号

農業大学校施設整備費

１　事業概要

　教育施設の計画的な整備及び適正な維持管理を行い、

農業大学校の円滑な運営を図る。

（１）教育の充実に伴う整備　　　124,546千円

２　事業主体及び負担区分

　 (県10/10)

３　地方財政措置の状況

　普通交付税（単位費用）

　（区分）農業行政費　（細目）農業経営振興費

　（細節）指導普及費

　（積算内容）県農業大学校運営費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×2.3人＝21,850千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　教育の充実に伴う整備　教育施設の教育の充実に必要な施設設備の整備　　　124,546千円
　　　ア 格納庫(酪農専攻）の建設　　　　　　92,542千円
　　　イ 暗渠排水（露地栽培専攻）の設置　 　24,282千円
　　　ウ 備品（ＴＭＲミキサ－）の購入　　　　3,974千円
　　　エ 旧農大等跡地の巡回警備・維持管理　  3,748千円

（２）事業計画
　　　移転後の酪農専攻の実習用大型機械類が、収容施設がなく雨曝しとなっているため、格納庫を新築する。
　　　また、移転後の露地畑は排水性が悪く、梅雨・秋雨の季節には滞水し、作物が腐るなど実習教育に重大な支障を来
　　　している。これを改善するため暗渠排水の工事を行う。

（３）事業効果
　　　農業大学校が行う講義、演習、実習が適正に運営された。
　　　　平成25年度　3,269千円（細断型ロールベーラ）

　　　　平成27年度　　　0千円

　　　借　　地　水田4.0ha、畑　0.8ha

　　　　平成26年度　2,825千円（ラッピングマシン、自走式ラジコン動噴、ねぎ鎮圧式整形管理機）

（４）その他

　　　ア 前年との変更点：旧農大等跡地の維持管理経費を移転整備事業から移管

　　　イ　施設概要
　　　敷地面積　　 13ha（実習ほ場2.9ha、平地林3.3ha、建物敷地4.5ha）
　　　園芸施設　9,112㎡

(単位：千円)

　　　共用施設　運転コース、酪農専攻関係施設、植木造園専攻関係施設

分野施策


